
17 2012・7・1 162012・7・1

位
や
区
画
の
あ
り
方
な
ど
は
条
里

地
割
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

平
流
荘

　

｢

上
平
流｣

の
地
名
は
古
く
、そ

の
起
源
は
当
地
に
存
在
し
た
川か

わ

原ら

寺で
ら

（
弘ぐ

福ふ
く

寺じ

※
１
）
の
荘
園
で
あ
っ

た
「
平
流
荘
」
に
由
来
し
て
い
ま

す
。
平
流
荘
は
、
大た

い

宝ほ
う

年
間
（
７

０
１
～
７
０
４
年
）
以
前
に
天て

ん

智じ

天

皇
の
勅

ち
ょ
く

施せ

入に
ゅ
う（

※
２
）
に
よ
っ
て
成

立
し
た
荘
園
と
伝
え
て
お
り
、
平

流
荘
は
当
地
一
帯
に
整
然
と
広
が

る
条
里
地
割
に
先
行
し
て
開
発
さ

れ
た
荘
園
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

屋や

中ち
ゅ
う

寺じ

廃は
い

寺じ

と
下し

も

岡お
か

部べ

廃は
い

寺じ

　

上
平
流
の
西
方
に
は
、
古
地
図

の
よ
う
に
屋
中
寺
廃
寺
や
下
岡
部

廃
寺
と
い
う
白は

く

鳳ほ
う

時
代
（
※
３
）
に

さ
か
の
ぼ
る
寺
跡
が
存
在
し
た
と

推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

白
鳳
寺
院
は
、
日
本
に
仏
教
が
伝

来
し
て
間
も
な
く
、
有
力
な
古
代

氏し

族ぞ
く

（
※
４
）
が
建
立
し
た
寺
院
で
、

門
や
回か

い

廊ろ
う

に
よ
っ
て
四
角
く
区
画

さ
れ
た
内
に
、
瓦

か
わ
ら

葺ぶ
き

の
金こ

ん

堂ど
う

や
塔
、

町ち
ょ
う（

１
０
９
ｍ
）
に
区
画
す
る
大
事

業
で
し
た
。

　

上
平
流
村
の
村
内
は
条
里
地
割

が
卓た

く

越え
つ

し
て
残
り
、
北
東
の
突
出

部
を
除
い
て
村
域
も
直
線
の
村
界

線
で
限
ら
れ
た
典
型
的
な
条
里
景

観
の
村
で
し
た
。そ
の
景
観
は
、近

年
の
ほ
場
整
備
で
大
き
く
変
化
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
ほ
場
の
方

い
ま
す
。
現
在
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
か

つ
て
一
帯
は
周
辺
よ
り
一
段
高
い

畑
地
や
藪や

ぶ

地
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。
当
地
は
「
下し

も

街か
い

道ど
う

」（
古
代
の

巡
礼
街
道
・
江
戸
時
代
の
朝
鮮
人
街
道
）

に
近
く
、
街
道
を
押
え
る
意
図
も

あ
っ
て
平
地
城
館
が
存
在
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
細
は
不
明

で
す
。

※
１　

奈
良
の
飛
鳥
地
方
に
存
在

し
た
寺
院
。
飛
鳥
寺
・
薬
師
寺
・

大
宮
大
寺
と
並
ぶ
飛
鳥
の
四
大

寺
院
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、
７

世
紀
中
頃
に
天
智
天
皇
が
建
立

し
た
と
伝
え
ま
す
。
現
在
は
金

堂
跡
に
弘
福
寺
が
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
２　

天
皇
に
よ
る
社
寺
へ
の
寄

付
の
こ
と
。

※
３　

大
化
の
改
新
が
行
わ
れ
た

６
４
５
年
か
ら
、
平
城
京
遷
都

の
７
１
０
年
ま
で
。

※
４　

氏
（
う
じ
）
を
同
じ
く
す
る

同
族
の
有
力
集
団
。
古
代
豪
族
。
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講
堂
な
ど
が
整
然
と
建
ち
並
ん
で

い
ま
し
た
。

　

屋
中
寺
廃
寺
は
、
上
岡
部
町
字

屋
中
寺
一
帯
に
所
在
し
た
寺
跡
で

す
。
昭
和
２
年
の
耕
地
整
理
の
際
、

礎そ

石せ
き

や
柱

ち
ゅ
う

根こ
ん

そ
し
て
多
量
の
瓦
が

出
土
し
ま
し
た
。
下
岡
部
廃
寺
は
、

下
岡
部
町
の
東
北
に
あ
る
墓
地
辺

り
の
小
字
大
村
の
地
に
想
定
さ
れ

る
寺
院
で
、
や
は
り
耕
地
整
理
で

多
量
の
瓦
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

と
も
に
飛
鳥
の
川
原
寺
に
葺
か
れ

て
い
た
瓦
と
同
種
の
瓦
が
多
く
含

ま
れ
て
お
り
、
平
流
荘
に
関
連
し

て
川
原
寺
の
影
響
の
も
と
に
建
立

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

平
流
城
跡

　

再
び
上
平
流
村
の
小
字
図
を
見

て
い
た
だ
く
と
、
北
東
の
突
出
部

の
小
字
が
「
殿
屋
敷
」
と
な
っ
て

上
平
流
村
の
条
里
地
割

　

上
平
流
村
の
小
字
図
（
左
図
）
を

見
て
い
た
だ
く
と
、
村
域
全
体
に

整
然
と
碁ご

盤ば
ん

目め

に
描
か
れ
た
条
里

地
割
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
条
里

地
割
は
、
古
代
か
ら
中
世
に
か
け

て
行
わ
れ
た
土
地
区
画
制
度
に
基

づ
く
地
割
で
、
縦
横
の
一
辺
を
１

▲上平流村小字図（部分）

▶
平
流
城
跡
周
辺
古
地
図

利
用
者
が
大
幅
に
増
加
し
た

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」

　

湖
東
圏
域
で
は
、
公
共
交
通
空

白
地
域
の
解
消
に
向
け
て
、
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
愛
の
り
タ
ク

シ
ー
」
を
現
在
14
路
線
運
行
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
、「
多
賀
町
ふ
れ

愛
タ
ク
シ
ー
」
を
統
合
し
、
圏
域

全
体
で
「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
と

湖
東
定
住
自
立
圏
（
彦
根
市
と
愛
荘
町
、豊
郷
町
、甲 

良 

町
、
多
賀
町
と
の
広
域
連
携
）
の
具
体
的
な
取
り
組
み

「
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
」
と
路
線
バ
ス
の
利
用
状
況

し
ま
し
た
。
ま
た
、
運
賃
を
値
下

げ
し
て
、
４
０
０
円
と
８
０
０
円

の
２
段
階
に
統
一
し
、
回
数
券
を

新
た
に
発
行
す
る
な
ど
、
利
便
性

の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
23
年
度
の
利

用
客
数
は
、
圏
域
全
体
で
延
べ
１

万
２
、
４
４
３
人
の
利
用
が
あ
り
、

平
成
22
年
度
の
利
用
者
数
と
比
較

し
て
、
約
２
・
５
倍
の
増
加
と
な

り
ま
し
た
。

　

 交
通
手
段
を
持
た
な
い
人
の

日
常
生
活
を
支
え
る

路
線
バ
ス

　

路
線
バ
ス
は
、
自
ら
の
交
通
手

段
を
持
た
な
い
人
に
と
っ
て
は
、

通
勤
や
通
学
、病
院
へ
の
通
院
、買

物
な
ど
の
日
常
生
活
を
支
え
る
の

に
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で

す
。

　

湖
東
圏
域
全
体
の
公
共
交
通
を
持
続
的
に
維
持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た

め
、運
行
コ
ス
ト
の
削
減
と
利
便
性
向
上
の
両
立
を
目
指
し
て
い
ま
す
。鉄

道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
の
連
携
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
図

り
、
定
住
し
や
す
い
公
共
交
通
ま
ち
づ
く
り
の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

▲平流城跡から荒神山
を望む

4,921 人

平成22年度

12,443人

平成23年度

▲

約2.5倍

あいのりタクシーの
利用者数

公
共
交
通
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

　

バ
ス
の
運
行
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、
運
行
に
か
か
る
経
費
を
運

賃
収
入
な
ど
で
は
賄ま

か
な

い
き
れ
な
い

約
１
億
２
千
万
円
（
平
成
23
年
度
）

の
赤
字
分
を
彦
根
市
や
各
町
、
滋

賀
県
が
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

出
か
け
る
際
の
選
択
肢
の
一
つ

に
バ
ス
を
入
れ
て
い
た
だ
き
、
積

極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

多
く
の
人
の
利
用
が
路
線
バ
ス
を

支
え
ま
す
。

平
成
24
年
度
の
実
施
予
定
の
事
業

を
紹
介
し
ま
す

路
線
バ
ス
の
改
善
点
な
ど
の
検
討

　

ア
ン
ケ
ー
ト
や
動
態
調
査
な
ど

か
ら
、
ダ
イ
ヤ
改
正
な
ど
の
効
果

を
検
証
し
、
改
善
点
や
ダ
イ
ヤ
改

正
の
必
要
性
の
検
討
を
行
い
ま
す
。

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」
の
本
格
運
行

　

こ
れ
ま
で
の
実
証
運
行
か
ら
、

「
愛
の
り
タ
ク
シ
ー
」を
本
格
運
行

と
し
ま
す
。

　

利
用
実
態
や
利
用
者
の
声
な
ど

を
踏
ま
え
、
必
要
が
あ
れ
ば
停
留

所
の
位
置
の
増
設
・
変
更
、駅
へ
の

ダ
イ
ヤ
接
続
向
上
な
ど
の
路
線
・

ダ
イ
ヤ
の
一
部
見
直
し
な
ど
の
検

討
も
行
い
ま
す
。

公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

情
報
提
供
（
紙
媒
体
で
の
情
報
提
供
、

駅
周
辺
時
刻
表
な
ど
作
成
）

　

駅
周
辺
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
携

帯
電
話
、
紙
媒
体
で
の
情
報
提
供

を
充
実
し
、
利
用
し
や
す
さ
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

環
境
や
交
通
に
つ
い
て
の
出
前
授
業

　

未
来
の
公
共
交
通
利
用
者
を
育

て
る
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
生

を
対
象
に
、
環
境
や
交
通
に
つ
い

て
考
え
て
も
ら
う
教
育
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
時

に
バ
ス
車
両
を
展
示
し
、
親
子
が

バ
ス
に
触
れ
合
う
機
会
を
作
り
ま

す
。

企
画
切
符
な
ど
を
導
入

　

鉄
道
事
業
者
、
バ
ス
事
業
者
と

の
連
携
に
よ
り
、
市
民
、
観
光
客

向
け
の
企
画
切
符
の
導
入
を
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

交
通
対
策
課

☎
30-

６
１
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

24-

８
５
１
７
番


